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1――はじめに 

 

日本では、出生体重 2,500g未満で出生する低出生体重児の割合が 1980年代頃から増加傾向にある

ことが指摘されている。また、低出生体重は成人後期の生活習慣病との関連性が指摘され1、妊娠前の

母体の体格（BMI等）が低出生体重児の出現頻度に関与する研究結果も報告されており2、母体となり

うる成人期の健康管理の重要性が伺える状況である。 

前稿では3、低出生体重児の現状を整理し、2019年の低出生体重児は 81,462人と、出生総数 865,239

人うち 9.4％を占め、1975年の 5.1％からおよそ 4.3％ptも上昇していることが明らかとなった。 

続いて、本稿では、厚生労働省の人口動態統計のデータを用いて、低出生体重児における子どもの

性別、出生児数（単産・複産）による差異、母親の年齢による属性別の特徴を整理した結果を示す。 

 

2――低出生体重児における属性別の特徴 

 

2－1｜子どもの性別 

子どもの性別（男児・女児）による出生時の平均体重について図表１-1へ示した。2019年時点にお

ける男児の平均体重は、3.05 ㎏、女児は 2.96 ㎏であり、どの年次においても女児よりも男児の平均

体重の方が上回る結果となっている。また、1975年時点と比較すると、男児は、0.19㎏の減少、女児
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も 0.19㎏の減少傾向が認められている。 

 

 

 

次に、男児の出生総数及び低出生体重児総数の年次推移を図表１-2へ示した。2019年時点において

2,500g未満で出生した男児は、36,828人と、1975年の 46,039人と比較すると数自体は減少している

ものの、2019年時点における男児の出生総数 443,430人のうち 8.3％を占める割合であることが分か

る。1975年の 4.7％と比較すると、3.6％ptも上昇していることが明らかとなっている。 

続いて、女児の出生総数及び低出生体重児総数の年次推移を図表１-3へ示した。2019年時点におい

て 2,500g未満で出生した女児は、44,634人と、1975年の 50,928人と比較すると数自体は減少してい

るものの、2019 年時点における女児の出生総 421,809 人のうち 10.6％を占める割合であることが分

かる。1975年の 5.5％と比較すると、5.1％ptも上昇していることが明らかとなっている。 

これらのデータから、低出生体重児の割合が男児より女児の方が若干高いものの、いずれの年次に

おいても出生児の平均体重について女児の方が下回ることから、男女の性差による体格の違いが影響

しているものと判断ができる。 
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2－2｜単産・複産 

次に、出生児数の違い（単産か複産か）による低出生体重児の割合の差異を図表 2-1へ示す。尚、

単産とは単胎で生まれた出生であり、死産は含まない。また、複産とは双子･三つ子等多胎で生まれた

出生数であり､死産は含まない。 

単産・複産における出生平均体重の推移を図表 2-1へ示した。2019年では、単産の出生平均体重が

3.02㎏に対し、複産の出生平均体重は 2.22㎏と 0.8㎏の差が認められた。また、1975年から比較す

ると、単産の出生平均体重は、0.18㎏の減少、複産においても 0.21㎏の減少傾向が認められている。 

 

次に、単産及び複産における出生総数と低出生体重児数の年次推移を図表 2-2、図表 2-3へ示した。 

2019年における単産の低出生体重児数は、69,040人と単産の出生総数 847,837人のうち 8.1％を占

めていることが明らかとなった。一方で、2019年における複産の低出生体重児数は、12,422人と、複

産の出生総数 17,402人のうち 71.4％を占めることが明らかとなった。 

また、1975 年から比較すると、単産の低出生体重児の割合は、4.6％から 8.1％と 3.5％pt も上昇

し、複産における低出生体重児の割合も、52.5％から 71.4％と 18.9％も上昇していることが明らかと

なった。 

一般的に、双胎以上の多胎妊娠では、限られた子宮内で母体とつながる胎盤領域の大きさに差が生

じる場合に、体重の差が生じることが知られており、子宮内である程度の胎盤の大きさを確保できる

単産よりも、複産、つまり双胎以上の多胎児の方が低出生体重児の割合が高くなりやすい。本データ

の出生児数の差異による低出生体重児の出現割合についても、多胎児特有の成育環境が影響している

結果であると考えられる。 
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2－3｜母親の年齢別 

最後に、母親の年齢別の低出生体重児の占める割合を図表３へ示した。2019年における母親の年齢

別低出生体重児総数では、30-34 歳において 28,512 人と最も多く、次いで 35-39 歳の 20,734 人、続

いて 25-29歳の 18,967人であった。一方で、出生体重 2,500g未満の低出生体重児が占める割合を母

親の年齢別にみると、45歳以上の 18.0％が最も高く、次いで 40-44歳の 11.7％、続いて 19歳以下の

10.6％と、高年齢及び若年出産において低出生体重児の割合が高くなっている特徴が見て取れる。 

いくつかの研究4,5においても、母体年齢が 35 歳以上や 40 歳以上の初産婦である場合に、低出生体

重児の割合が有意に高くなるという報告があり、本稿のデータの特徴とも合致する。母体の年齢が高

齢になるほど、妊娠糖尿病や高血圧のリスクが上昇することで、胎盤機能低下や胎児への栄養供給不

足等になることが指摘されており、また、高齢であるほど正期産である妊娠週数 37週未満での早産の

リスクが高まることから、胎児の体重が十分に増加しないうちに出生を迎えることも低出生体重児の

割合増加に影響していることが推察される。低出生体重の一要因として、母体の妊娠・出産年齢が関

与することは重要な視点である。 
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3――まとめ 

  

本稿では、低出生体重児の現状及び属性別の特徴を明らかにすることを目的に、厚生労働省の人口

動態統計のデータを基に整理した。 

その結果、男児よりも女児の方が出生体重が低く、低出生体重児が占める割合も女児の方が 2.3％

ptも高いこと、単産よりも複産の方が出生体重が低く、複産の出生のうち 71.4％が低出生体重が占め

ていることが明らかとなったが、いずれも、性差による体格の差や多胎による胎盤領域の差による影

響があるものと推察された。 

しかし、母親の年齢別に占める低出生体重児の割合をみると、45 歳以上の母親で 18.0％と最も高

く、先行研究でも 35歳以上や 40歳以上の初産婦において低出生体重児の割合が有意に高くなる傾向

を示すことが明らかとなった。母体の年齢が高齢になるほど、妊娠高血圧症候群や妊娠糖尿病など妊

娠合併症のリスクが高まり、胎児の体重が十分に増加しないうちに出生を迎える早産のリスクも高ま

ることなどから、低出生体重児の割合に影響を与えることが推察された。 

近年の晩婚化晩産化傾向をみると、今後も高齢妊娠・高齢出産が増加することが予想される。低出

生体重のリスクを見越した母体管理の重要性がより一層重要視されるべきであろう。 


